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『
新
千
歳
市
史 

通
史
編
上
巻
』
が
刊
行
さ
れ
て
五
年
余
が
過
ぎ
、
同
下
巻
の
準
備
が
具
体
的

に
進
行
し
て
い
ま
す
。
叙
述
す
べ
き
年
代
は
上
巻
の
あ
と
を
う
け
て
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
、
復

興
の
年
代
か
ら
現
代
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
同
時
代
史
を
書
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

同
時
代
史
は
現
在
の
人
々
が
生
き
て
来
た
時
代
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
過
去
に

つ
い
て
ま
と
め
る
も
の
で
す
。
現
代
史
と
い
わ
れ
る
歴
史
叙
述
と
思
っ
て
も
よ
い
の
で
す
が
、

執
筆
す
る
人
々
が
生
活
へ
の
密
着
感
の
あ
る
表
現
に
惹
か
れ
て
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
同
時
代
史

と
表
記
し
た
著
作
等
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

三
宅
雪
嶺
が
大
正
時
代
に
執
筆
、
発
表
し
は
じ
め
て
戦
後
の
昭
和
二
十
年
（
雪
嶺
の
没
年
で

も
あ
っ
た
）
ま
で
書
い
て
い
た
も
の
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
全
六
巻
三
二
〇
〇
頁
余
の
大
著
が

『
同
時
代
史
』
で
し
た
。
第
一
巻
を
「
万
延
元
年
よ
り
明
治
十
年
迄
」
と
表
題
し
、
以
下
第
六

巻
の
昭
和
二
十
年
ま
で
一
年
ご
と
の
叙
述
を
連
ね
て
い
ま
す
。
雪
嶺
の
生
没
年
は
万
延
元
年
か

ら
昭
和
二
十
年
だ
っ
た
の
で
、
執
筆
者
本
人
の
生
涯
と
全
く
重
ね
合
わ
せ
た
文
字
通
り
の
同
時

代
史
が
書
か
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
『
同
時
代
史
』
は
、
雪
嶺
主
宰
の
雑
誌
『
我
観
』
の
「
同

時
代
観
」
欄
に
二
〇
〇
回
以
上
連
載
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
刊
行
す
る
時
に
『
同
時

代
史
』
と
の
表
題
に
す
る
こ
と
は
雪
嶺
本
人
の
意
思
だ
っ
た
と
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
～
二
十

九
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
時
の
書
名
は
『
同
時
代
史
』
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
『
同
時

代
史
』
は
「
同
時
代
観
」
―
自
分
が
生
き
て
き
た
時
代
を
ど
う
見
る
か
を
ま
と
め
た
も
の
―
と

い
う
こ
と
で
「
大
躍
進
の
時
代
」
と
い
う
見
方
や
「
知
識
が
愈
々
進
み
て
思
想
の
自
由
之
に
伴

は
ず
」
と
い
う
時
代
観
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

『
日
本
同
時
代
史
』
全
六
巻
（
歴
史
学
研
究
会
編
集　

青
木
書
店
一
九
九
〇
～
九
一
年
）
と

名
付
け
る
同
時
代
史
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
は
東
西
対
立
、
冷
戦
構
造
の
変
化
の
な
か
で
日
本

も
高
度
成
長
期
を
経
て
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
く
変
わ
り
「
戦
後
民
主

主
義
の
空
洞
化
」
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
を
戦
後
の
転
換
期
と
と
ら
え
戦
後
の
日
本

史
を
見
直
そ
う
と
い
う
意
識
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
巻
は
１
敗
戦
と
占
領
、
２
占
領
政
策

の
転
換
と
講
和
、
３
五
五
年
体
制
と
安
保
闘
争
、
４
高
度
成
長
の
時
代
、
５
転
換
期
の
世
界
と

日
本
、
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
各
巻
七
～
八
名
の
執
筆
者
が
担
当
し
て
「
国
際
的
連
帯
・
世

界
史
的
視
野
、
民
衆
の
主
体
的
側
面
、
戦
争
と
平
和
の
問
題
、
経
済
至
上
主
義
批
判
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
問
題
を
重
視
す
る
」
見
方
で
戦
後
史
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
た
。

　

同
時
代
史
も
い
ろ
い
ろ
な
見
方
で
書
か
れ
る
の
は
当
然
で
、
千
歳
市
民
の
考
え
る
同
時
代
観
、

同
時
代
史
が
『
新
千
歳
市
史　

通
史
編
下
巻
』
に
叙
述
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
固
有

の
問
題
意
識
が
ど
ん
な
歴
史
的
経
過
を
踏
ん
で
き
た
の
か
、
そ
れ
を
歴
史
の
鑑
（
か
が
み
）
と

し
て
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
空
港
の
増

便
、
発
着
時
間
帯
の
拡
大
を
考
え
る
時
、
経
済
活
動
、
観
光
利
便
性
な
ど
の
面
と
騒
音
問
題
の

面
と
の
調
整
と
い
う
課
題
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
関
心
を
持
ち
、
意
見
を
持
っ
て
き
た
事
柄
の

具
体
的
な
推
移
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
の
歴
史
の
一
面
で
す
。
そ
の
問
題
処
理
の
経
過
も
歴
史
の

鑑
の
性
格
を
も
持
ち
あ
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　

鑑
は
お
手
本
と
い
う
意
味
で
す
が
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
歴
史
の
教

え
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
ま
さ
に
人
民
や
政
府
が
か
つ
て
歴
史
か
ら
何
も
の
も
学
ば
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
す（
ヘ
ー
ゲ
ル
『
歴
史
哲
学
』
）。
歴
史
の
教
訓

を
生
か
す
と
い
う
こ
と
が
実
際
に
は
出
来
て
い
な
い
の
だ
と
考
え
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
過
去

の
経
験
を
参
考
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
状
態
に
あ
っ
た
方
途
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
導
く
理
念
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の
よ
う
で
す
。
や
は
り
歴
史
の
鑑
、
特
に
同
時
代

的
な
歴
史
の
鑑
を
生
か
す
考
え
方
は
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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